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シルエット 目 鼻口 肌 髪
満足感
シルエット .122 .072 .083 .149 .171*
目 .164* .140 .052 .058 -.047
鼻口 .167* .095 .194* .177* .138
肌 .256** .085 .025 .332** .121
髪 .024 .006 -.019 .024 .188*




M SD M SD
シルエット 2.44 0.80 2.50 0.75
目 3.09 1.19 2.48 1.03
鼻口 2.88 0.90 1.83 0.87
肌 2.71 0.82 2.86 0.93
髪 3.12 1.03 3.20 0.89
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R２シルエット 目 鼻口 肌 髪
シルエット - - - - .17* .03*
目 .16* - - - - .03*
鼻口 - - .19* - - .04*
肌 - - - .33*** - .11***
髪 - - - - .19* .04*
* : p<.05，　*** : p<.001，
-：分析から除外された変数
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注釈
１）シャイネスとは「他者から評価される，ある
いは評価されることを予想することによって生じ
る対人不安と対人行動の抑制により特徴づけられ
る感情―行動症候群（Leary， 1986）」と定義され
る個人特性である。
２）身体カセクシススケールは50項目から構成さ
れている。本研究では，調査の際に質問紙の分量
に制約があったため，すべての項目を使用するこ
とができなかった。そこで，著者たちが協議の
上，項目内容が重複している身体部位は削除する
形で，26項目を抽出して使用することとした。
３）身体カセクシススケールには，顔の身体部位
に関する項目が比較的少なかったため，これらを
加えた。
